
②青田地区 
a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.42m3/s 
c.有効落差 ： 11.7ｍ 
d.出  力 ： 30.8kW 

 

令和７年度「水力発電導入加速化事業費（初期調査等支援事業のうち水力発電の事業性評価に必要な調査及び設計等を行う事業）」実施概要 
令和８年２月 

 

妙高市菅沼・青田地区における小水力発電所事業性評価調査及び事業者公募事業

１．事業の目的 
  新潟県妙高市の菅沼地区及び青田地区において、令和 6 年度から令和 7 年度にかけて事業性評価調査
を行い、本計画地点での小水力発電事業実施事業者の公募を行うことを目的とする。 

 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名：妙高市 

（２） 事業名 ：妙高市菅沼・青田地区における小水力発電所事業性評価調査及び事業者公募事業 
（３） 事業期間： 

令和 6 年度：令和６年６月２１日 ～ 令和７年２月１４日 
令和 7 年度：令和 7 年５月１６日 ～ 令和 8 年２月 ２日 

  （４） 調査を実施した発電設備の概要 
    ①菅沼地区 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.40m3/s 
c.有効落差 ： 14.3ｍ 
d.出  力 ： 35.8kW 

 
３．事業実施概要 
令和 6 年度 
① 地質調査：ヘッドタンク、発電所建屋予定地点で地盤支持力の調査を行った。 
② 地形測量：基準点測量・路線測量・現地測量を行い、平面図、縦横断図を作成した。 
③ 流量調査：取水予定地点の水路において流量調査を行い、発電使用水量を検討した。  

 ④ 基本設計：レイアウト検討・有効落差、使用水量の検討を行った。 
 ⑤ 事業性評価：発電量、売電額シミュレーションを実施。 
令和 7 年度 
① 基本設計：土木設計、水車発電設備の検討や工事費概算等を行った。 

 ② 事業性評価：建設費の概算、収支シミュレーションを行い、事業性を評価した。 
 ③ 公募資料等の作成：発電所整備運営事業者の公募に必要となる資料の作成を行った。 

 
４．事業の成果等 
事業性評価調査の結果を踏まえて事業者公募を行った。菅沼地区、青田地区ともに提案がなく、事業者を

特定できなかった。2 地区ともに再度、公募を行う。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【菅沼地区発電諸元】                       【設計図面（平面図）】 
 

  

 
 
 

【青田地区発電諸元】                      【設計図面（平面図）】 

 

 

【水路流量等】 

５．事業スケジュール 
【菅沼地区】 【青田地区】 
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【凡例】
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